
愛
知
県
は
４
月
16
日
付
で
、
文
科

省
か
ら
の
通
知
と
同
様
の
「
修
学
旅

行
等
に
お
け
る
大
阪
・
関
西
万
博
の

活
用
に
つ
い
て
」
と
す
る
依
頼
文
書

を
出
し
、
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の

周
知
を
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
政
府
は
「
修
学

旅
行
と
校
外
学
習
を
あ
わ
せ
て
１
２

０
万
人
の
子
供
た
ち
に
大
阪
・
関
西

万
博
に
来
て
も
ら
う
」
目
標
を
表
明

し
、
文
科
省
と
都
道
府
県
教
育
委
員

会
を
通
じ
て
執
拗
に
学
校
へ
の
働
き

か
け
を
強
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
保
護
者
か
ら
は
、
修
学
旅

行
や
校
外
学
習
で
子
ど
も
た
ち
を
万

博
に
動
員
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
の
声

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

会
場
と
な
る
夢
洲
の
建
設
現
場
で
、

爆
発
事
故
が
発
生
し
た
か
ら
で
す
。

夢
洲
で
は
、
現
在
で
も
可
燃
性
ガ

ス
が
発
生
し
て
お
り
、
危
険
は
解
消

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
こ
こ

は
観
光
バ
ス
駐
車
場
や
教
育
関
係
者

の
団
体
休
息
所
予
定
地
で
す
。
さ
ら

に
バ
ス
駐
車
場
か
ら
会
場
入
り
口
ま

で
1
キ
ロ
近
い
徒
歩
移
動
を
強
い
ら

れ
ま
す
。
屋
根
付
き
団
体
休
憩
所

（
２
千
人
規
模
）
は
、
ピ
ー
ク
時
の

混
乱
が
想
定
さ
れ
、
昼
食
場
所
の
確

保
や
熱
中
症
対
策
、
雨
天
時
の
対
応

が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

も
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
地
震
な
ど
災

害
時
の
避
難
経
路
も
不
明
確
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
か
か
わ
る
数
々

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
「
い
の
ち
輝
く
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
万
博
が
、
子
ど

も
た
ち
に
「
い
の
ち
の
危
険
」
を
生

じ
さ
せ
る
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

市
の
教
育
委
員
会
事
務
局
で
は
、

「
中
学
校
は
例
年
関
東
方
面
で
あ
り
、

小
学
校
に
つ
い
て
も
、
来
年
度
、
万

博
へ
の
修
学
旅
行
を
計
画
し
て
い
る

学
校
は
、
今
の
と
こ
ろ
聞
い
て
い
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
。
仮
に
万
博
を

旅
行
先
と
す
る
学
校
が
あ
れ
ば
、
撤

回
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
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７
月
３
日
、
日
本
共
産
党
稲
沢
市
議
団
は
、
稲
沢
市
長
と
教
育
長
あ
て

に
、
大
阪
・
関
西
万
博
（
来
年
４
月
１
３
日
～
１
０
月
１
３
日
ま
で
１
８

４
日
間
の
開
催
予
定
）
へ
の
修
学
旅
行
等
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
の
た
め
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
稲
沢
市
議
団

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
修
学
旅
行
で
申
し
入
れ

愛
知
県
も
、
修
学
旅
行
先
に
大
阪
・

関
西
万
博
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
文

書
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
日
本
共
産
党
の
下
奥
奈
歩
県
議

が
取
り
上
げ
、
５
月
３
０
日
、
大
村
秀

章
県
知
事
と
県
教
育
委
員
長
あ
て
に
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

県
議
会
の
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
で

質
問
し
ま
し
た
（
抜
粋
し
要
旨
の
み
）
。

【
下
奥
委
員
】
修
学
旅
行
な
ど
の
集
団

宿
泊
行
事
や
遠
足
を
行
う
際
に
は
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
県
教
育
委
員
会
の
認

識
を
伺
い
ま
す
。

【
義
務
教
育
課
】
修
学
旅
行
な
ど
の
集

団
宿
泊
行
事
や
遠
足
を
行
う
際
に
は
、

健
康
・
安
全
の
管
理
に
つ
い
て
細
心
の

注
意
を
払
う
な
ど
、
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
は
何
よ
り
大
切
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
あ
ら
か
じ
め
、
実
地
踏
査
を
行
い
、

現
地
の
状
況
や
安
全
の
確
認
、
地
理
的

環
境
や
所
要
時
間
な
ど
を
把
握
す
る
と

し
て
い
る
。

【
下
奥
委
員
】
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、

下
見
が
で
き
な
い
。
安
全
性
に
も
不
安

が
あ
る
。
爆
発
事
故
の
再
発
防
止
策
も

示
さ
れ
な
い
中
で
、
旅
行
先
の
変
更
や

万
博
を
選
択
し
な

い
こ
と
な
ど
検
討

を
、
各
教
育
委
員

会
を
通
じ
学
校
に

求
め
た
い
。

「
い
の
ち
輝
く
」
か
ら

い
の
ち
の
危
険
に

爆
発
事
故
う
け
て

子
ど
も
の
安
全
懸
念

日
本
共
産
党
の
宮
本
岳
志
議
員
は
、

衆
院
文
部
科
学
委
員
会
で
、
来
春
開
幕

予
定
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
、
校
外
活

動
と
し
て
子
ど
も
の
動
員
を
図
る
通
知

を
撤
回
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

万
博
会
場
予
定
地
の
夢
洲
１
区
で
は

３
月
２
８
日
、
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
る
爆

発
事
故
が
発
生
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
文
科
省
は
、

内
閣
官
房
と
経

済
産
業
省
か
ら

依
頼
を
受
け
、

「
修
学
旅
行
等

に
お
け
る
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
（
大
阪
・
関
西
万
博
）
の
活
用
に
つ

い
て
」
と
い
う
通
知
を
発
出
し
て
い
ま

す
。同

通
知
に
爆
発
事
故
の
記
載
は
な
く
、

「
事
故
の
事
実
を
知
ら
ず
に
通
知
を
出

し
た
の
か
」
と
宮
本
氏
が
た
だ
し
た
の

に
対
し
、
文

科
省
の
矢
野

和
彦
初
等
中

等
教
育
局
長

は
「
発
出
前

か
ら
文
科
省

と
し
て
把
握
し
て
い
た
」
と
答
弁
。
宮

本
氏
は
「
把
握
し
な
が
ら
何
も
触
れ
な

い
通
知
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
だ
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

宮
本
氏
は
さ
ら
に
、
万
博
へ
の
学
校

行
事
で
爆
発
事
故
が
起
き
た
場
合
は

「
文
科
省
が
全
責
任
を
負
う
の
か
」
と

追
及
。
し
か
し
、
文
科
省
は
「
現
在
、

博
覧
会
協
会

（
万
博
協
会
）

が
会
期
中
の

安
全
確
保
の

対
策
を
と
り

ま
と
め
て
い
る
」
と
繰
り
返
す
の
み
で
、

主
体
的
な
判
断
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

宮
本
氏
は
「
『
事
故
の
絶
無
を
期
す

る
』
と
い
う
遠
足
・
修
学
旅
行
の
最
も

大
切
な
前
提
で
、
文
科
省
は
責
任
を
も

と
う
と
し
な
い
」
と
批
判
。
「
万
博
会

場
は
現
役
の
廃
棄
物
最
終
処
分
場
。
ど

ん
な
対
策
を
と
っ
て
も
安
全
な
場
所
に

は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
子

ど
も
た
ち
を
危
険
に
さ
ら
し
、
責
任
を

学
校
に
押
し
付
け
る
よ
う
な
万
博
へ
の

強
制
動
員
は
や
め
る
べ
き
だ
」
と
主
張

し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
動
員
、
撤
回
迫
る

万
博
で
、
共
産
党
宮
本
議
員

申し入れ内容

① 大阪・関西万博を修学旅行等先と

することについて、市教委自ら問題

点を検証したうえで、慎重な対応を

とるよう努めること。

② 同万博を修学旅行等先として検討

している学校には、子どもたちの安

全確保最優先の観点から再検討し、

旅行先の変更など行うよう指導する

こと。

③ 同万博の中止を国に求めること。


